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音楽の構造情報を反映したミュージックビデオを簡単に制作・共有できる
Webサービス

中嶋 誠 五十嵐 健夫 ∗

概要. 本稿では，音楽の構造情報を反映したミュージックビデオを簡単に制作できるWebシステムを提
案する．音楽の区間・小節・拍に同期したエフェクトや映像切り替え効果には，手動で煩雑な作業が必要だ
が，先行研究の songleシステムと連携することで簡単に実現可能となった．またWebシステムの特性を生
かすことで，素材映像の収集・管理と，制作物の共有が容易である．加えて，音楽構造に対する映像の連動
方法を抽象化して定義することにより，自分の好きな音楽に好きな映像セットを組み合わせた視聴が可能
な，新しい種類のコンテンツである．

1 はじめに

近年コンテンツのリッチ化が進み，多くのユーザ
が，音楽に加えて映像の付いたミュージックビデオ
を楽しむようになっている．また作曲人口の増加や，
動画共有サイトなど発表の場の拡大も，音楽に付随
する映像の重要性を高める要因になっている．しか
し，このような需要の増加に対し，供給が追いつい
ていないという問題がある．なぜなら通常ミュージッ
クビデオは，一つの楽曲に対して一つの映像が職人
的な手作業で制作されるため，労力とコストの問題
で大量生産が難しいからである．
そこで我々は新たに，ユーザが簡単に音楽と連動

する映像を制作して，視聴・共有できるWebシステ
ムを提案する．提案システムには以下の利点がある．

• songleシステム [1]を利用する事で，音楽の
構造情報を反映した映像をWeb上で簡単に制
作できる

• システムをWeb上に構築する事で，ユーザは
映像素材の管理や制作物の共有にかかる手間
を大幅に減らす事ができる

• 音楽と映像の一対一対応ではなく，音楽構造
に対する映像の連動方法を抽象化して定義す
るので，自分の好きな音楽に好きな映像セッ
トを組み合わせて視聴できる

2 提案システムが目指す音楽映像

提案システムが目指すのは，音楽の構造情報（区
間・小節・拍）と連動した映像である．これらの情
報は，ユーザに音楽と映像の高い連動性を感じさせ
る重要な特徴量である．岩宮 [2]は，各種音楽特徴
量と映像要素を連動させて提示し，マッチしている
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選んだ曲に合わせて
タイミングよく動画が再生される

図 1. 提案システムのコンセプト図

と感じる度合いを被験者に尋ねる心理学実験を行っ
た．その結果，音楽の拍情報と，映像の切れ目が同
期しているとき，ユーザは高い調和度を感じること
が報告されている．また既存のミュージックビデオ
でも，小節の切れ目や，拍に合わせて映像を切り替
える演出がしばしば見られる．既存システムとして，
音楽の拍情報と連動した図形アニメーションを表示
する songle外部埋め込みプレイヤーがある 1。提案
システムは，この埋め込みプレイヤーのエフェクト
を動画に拡張し，かつユーザがWeb上で動的にエ
フェクトを定義できるようにしたものである．
音楽映像表現の一つに，音響信号をリアルタイム

で変換し映像として表示するビジュアライザがある．
提案システムはそれと異なり，あらかじめ用意した
動画素材を組み合わせて表示する．これはビジュア
ライザほど音響信号に直結した表現はできない代わ
りに，レンダリングに時間のかかる 3Dモーション
グラフィクス素材や，あらかじめ加工した実写素材
など，多様な映像素材を利用可能である．

1 http://staff.aist.go.jp/m.goto/Songle/songle_

embedded_player_demo.html
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図 2. 動画素材一覧画面 図 3. 動画セット作成画面

図 4. 動画セット一覧画面 図 5. プレイヤー画面

3 システムの詳細

3.1 ユーザインタラクション

まずユーザは，提案システムのWebインタフェー
スにより，動画素材をアップロードする．アップロー
ドされた動画素材は，動画素材一覧画面 (図 2)に表
示される．将来的には，他のユーザがアップロードし
た動画を利用する仕組みも考えられる．次にユーザ
は，アップロードされた動画の中から好きなものを
選び，動画セットを作る (図 3)．作成された動画セッ
トは，動画セット一覧画面に表示される (図 4)．動画
セット一覧画面で，各動画セットの横にある showボ
タンを押すと，その動画セットを再生するプレイヤー
画面に遷移する (図 5)．プレイヤー画面には songle
埋め込みプレイヤーが表示され，再生ボタンを押す
と音楽が始まり，同時に映像が連動して再生される．
またデフォルト曲以外にも，songleの曲URLを右
側フォームに入力し，Play thisボタンを押す事で，
songleシステムで解析済みのものであれば任意の音
楽に，映像セットを連動して再生できる．
ユーザが作成した動画セットは，それぞれが固有の

URLを持つので，そのURLを共有する事で，他の
ユーザも視聴できる．またアドレスの末尾に songle
の曲URLを追加して，再生する音楽を指定できる．
つまり使用する動画セットと音楽の組み合わせを，
一つのURLとして表現する事ができる．このURL
を他のユーザと共有し，この曲にはこの映像がマッ
チすると教え合う使い方も可能である．

3.2 実装

提案システムの実装には，Ruby on Railsフレー
ムワークを使用した．動画ファイルのミックス再生
には，HTML5 Canvasを利用している．Javascript
で songleシステムの埋め込みプレイヤーから，音

楽構造情報と，音楽の再生状態を取得し，描画する
動画素材を制御している．
プレイヤー画面での映像表示について，具体的に

は，小節ごとに表示する映像素材の切り替え，不透
明度を利用した重ね合わせ，リピート区間で拍に連
動したズーム効果，サビ区間で小節頭に連動したフ
ラッシュ効果を適用している．

4 まとめと今後の課題

本稿では，音楽の構造情報に連動したミュージック
ビデオを制作するWebシステムを提案した．songle
システムを利用する事で，これまで手動で煩雑な作
業が必要だった，音楽の区間・小節・拍に同期した
映像切り替え表現やエフェクトが簡単に実現できる．
またWebシステムの特性を生かし，素材映像をユー
ザが持ち寄る事で，素材集めと管理の手間が減った．
また作った物を共有する手間も少なくなった．加え
て，音楽の構造情報を利用することで，調和度を保っ
たまま，任意の音楽と映像の組み合わせを試す事が
できる，自由度が高いシステムになった．
今後の課題は，まず映像の表示ルールをユーザが

編集できるインタフェースの実装である．現在は 3
つの映像素材からなる映像セットを，ハードコーディ
ングされた表示ルールによって，音楽の構造特徴に
連動させて表示している．音楽特徴とエフェクトの
マッピングを，ユーザがWeb上で自由に編集しプ
ログラムできるインタフェースがあれば，もっと自
由度が高まり，かなりクリエイティブな表現が実現
可能と考えられる．
また別の点として，提案システムで制作したミュー

ジックビデオの構成を，AfterEffectsなど既存の動
画編集ソフト向けにエクスポートする機能が望まれ
る．ミュージックビデオのクリエイターに話を伺った
ところ，音楽構造の把握と映像への利用は，今のと
ころほぼ手作業であり，非常に大変とのことであっ
た．そのため支援効果の大きい分野だと考えられる．
提案システムはWebサービスなので，比較的容

易にユーザに試用してもらう事ができる．そのため
に早い段階での一般公開が望ましい．その過程で，
ユーザがどのような音楽と映像の組み合わせを好む
か，嗜好のデータが収集できるので，データに基づ
いた学習システムや，サジェストシステムも今後の
発展が予想される．
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